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はじめに







このドキュメントでは、Sun Ray Software 5.4製品について説明します。

対象読者

このドキュメントは、システム管理の経験を持つユーザーを対象にしています。読者はWebテクノロジを熟知しており、WindowsとUNIXのプラットフォームについて一般的に理解していることが前提になります。

ドキュメントのアクセシビリティ

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。

関連ドキュメント

この製品のドキュメントの完全なセットについては、次のURLを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sunrayproducts/docs

ドキュメント・セットには、次のドキュメントが含まれています。


	
Sun Ray Software 5.4管理ガイド


	
Sun Ray Software 5.4リリース・ノート


	
Sun Ray Software 5.4セキュリティ・ガイド


	
Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-inインストレーション・ガイドfor Sun Ray Software






表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	
表記規則

	
意味


	
太字体

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















第1章 概要







Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-in for Sun Ray Software (このドキュメントでは、Sun Ray Softwareプラグインと呼びます)は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlを拡張して、Sun Ray Software環境を一元的に監視および管理するのに役に立ちます。このプラグインをEnterprise Manager環境にデプロイすることにより、次の操作を実行できます。


	
Oracle Enterprise Management ConsoleからのSun Rayサーバーのヘルスの監視


	
事前定義済のしきい値を使用した一連の可用性およびパフォーマンスの収集


	
システム問題に関する通知の設定


	
Sun Rayセッションおよびユーザーを監視することによる最適なサーバー・パフォーマンスの確保


	
可用性および容量計画に対するサーバー負荷の監視


	
ライセンス付与およびインベントリ評価に準拠するためのSun Ray Software環境の監査
















1.1. 監視対象メトリック







メトリックとは、ターゲットの健全性を測定するために使用される指標のことです。このプラグインをデプロイして有効化したら、一部のメトリックに対して、メトリックしきい値の変更、メトリック収集スケジュールの変更および収集の無効化が可能になります。

このプラグインを使用すると、Sun Ray Software環境においてSun Rayサーバー・ターゲットから次の情報を監視できます。


	
レスポンス


	
クライアント詳細


	
フェイルオーバー・グループの詳細


	
フェイルオーバー・グループの統計


	
フェイルオーバー・グループのステータス


	
セッション・アクティビティ


	
Sessions Per User


	
Sun RayサーバーDHCPネットワーク


	
Sun Rayサーバーの詳細


	
Sun Rayサーバーのネットワーク・インタフェース


	
Sun Ray Softwareのサービス






各メトリックの詳細は、第4章「メトリック参照」を参照してください。











第2章 要件







この章では、プラグインをデプロイして使用するために必要なソフトウェアのサポート・バージョンおよび前提条件のリストについて説明します。











2.1. バージョン







このプラグインでは、次のバージョンの製品がサポートされます。


	
Sun Ray Software 5.4


	
Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース1


	
Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース2
















2.2. 前提条件







プラグインをデプロイする前に、次の前提条件を満たす必要があります。


	
Sun Ray Software 5.4が、監視対象のSun Rayサーバーにインストールされている。


	
Enterprise Manager Agent for Enterprise Manager Cloud Control 12c リリース1またはリリース2が、監視対象のSun Rayサーバーにインストールされている。






さらに、ユーザーがEnterprise Manager Cloud Control 12cに習熟しており、製品に関する一般的な知識を持っていることも前提となります。詳細は、Enterprise Manager Cloud Control 12cドキュメントのサイトを参照してください。











第3章 Sun Ray Softwareプラグインのインストール







この章では、プラグインをインストールするために必要となる主な手順について説明します。多くの手順において、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』ですでに説明されている手順を使用するように指示されます。











3.1. Sun Ray Softwareプラグインのデプロイ







プラグインをデプロイする手順は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』でプラグイン・マネージャに関する章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm


監視対象のSun Rayサーバーにプラグインをデプロイする必要があります。











3.2. 監視するインスタンスの追加







プラグインが正常にデプロイできたら、次の手順に従って、プラグイン・ターゲットをCloud Controlに追加します。これにより、ターゲットが集中的な監視および管理の対象になります。


	
Enterprise Manager Cloud Controlにsysmanまたは適切な権限を持つユーザーとしてログインします。


	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」を選択してから、「ターゲットの手動追加」を選択します。


	
「ターゲットの手動追加」ページで、「ターゲット監視プロパティを指定して非ホスト・ターゲットを追加」を選択します。


	
「ターゲット・タイプ」で、Sun Ray Softwareを選択します。


	
「監視エージェント」フィールドで拡大鏡をクリックし、Sun Rayサーバー上で監視するエージェントを選択します。


	
「手動追加」をクリックします。


	
Sun Ray Softwareの追加ページで、「ターゲット名」に一意な名前を入力して「OK」をクリックします。

たとえば、Sun Ray Software Plug-in on server_hostnameのネーミング規則を使用できます。
















3.3. Sun Ray Softwareプラグインの検証







この手順により、Enterprise Managerがプラグイン・ターゲットを適切に監視していることを検証します。検証を行う前に、プラグインがデータの収集を開始するまで数分間待つ必要があります。


	
Enterprise Manager Cloud Controlにsysmanまたは適切な権限を持つユーザーとしてログインします。


	
「ターゲット」メニューから、「すべてのターゲット」を選択します。


	
「すべてのターゲット」ページで、検証する「ターゲット名」をクリックします。これは、3.2項「監視するインスタンスの追加」で作成した「ターゲット名」です。

Sun Rayサーバーのホームページが表示されます。「ターゲット名の検索」フィールドを使用して、リストをフィルタできます。


	
左上のSun Ray Softwareメニューから「監視」を選択してから、「すべてのメトリック」を選択します。

図3.1「Sun Ray Softwareプラグインの「すべてのメトリック」ページ」に示されているとおり、左側のペインに監視対象のSun Ray Softwareメトリックを表示する必要があります。


図3.1 Sun Ray Softwareプラグインの「すべてのメトリック」ページ


[image: Sun Ray Softwareプラグインの「すべてのメトリック」ページを示すスクリーンショット]





















3.4. Sun Ray Softwareプラグインのアンデプロイ







プラグインのアンデプロイの手順については、必要に応じて『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「プラグイン・マネージャ」の章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm#CJGEFADI











第4章 メトリック参照







この章では、Sun Ray Softwareプラグインが監視するメトリックに関する詳細情報について説明します。

次にメトリックのリストを示します。


	
レスポンス


	
ステータス(稼働中/停止) - プラグインのハートビート・ステータスを示す、Enterprise Managerの標準的なメトリック。このインスタンスにおけるSun Rayサーバーの全体的なステータスです。このメトリックは、重要なSun Ray Softwareサービスが使用可能かどうかを示します。







	
クライアント詳細


	
MACアドレス - デスクトップ・クライアントのクライアントID。Sun RayクライアントのMACアドレス、またはOVDCのクライアント・キーのMD5ハッシュです。詳細は、「Oracle Virtual Desktop ClientとSun Rayクライアント間のクライアントIDの違い」を参照してください。


	
受信バイト数 - クライアントが最後に認証サーバーに接続してから、またはセッションの初期化あるいは最後のホットデスキングからクライアントが受信したバイト数。


	
CPU負荷(%) - クライアント上のCPU負荷のパーセンテージ。


	
ファームウェアのリビジョン - Sun RayクライアントにインストールされているSun Ray Operating Softwareのバージョン。


	
ハードウェア・モデル - クライアントのモデル名。モデル名は、Sun Rayサーバーの/tftpbootディレクトリで使用されている名前と同じです。SunRayS1というモデル名はOracle Virtual Desktop Clientを示します。


	
アイドル時間(秒) - クライアントが最後に認証サーバーに接続してから、またはセッションの初期化あるいは最後のホットデスキングからクライアントがアイドル状態であった累積秒数。


	
IPアドレス - クライアントのIPアドレス。


	
待機時間(ミリ秒) - クライアントとSun Rayサーバーの間のネットワーク待機時間。


	
場所 - クライアントの場所(ユーザー定義)。詳細は、「クライアントの場所と情報を構成する方法」を参照してください。


	
オプション・データ - クライアントに関する一般情報(ユーザー定義)。詳細は、「クライアントの場所と情報を構成する方法」を参照してください。


	
欠落パケット - クライアントが最後に認証サーバーに接続してから、またはセッションの初期化あるいは最後のホットデスキングから欠落したパッケージ数。


	
欠落パケット(%) - クライアントが最後に認証サーバーに接続してから、またはセッションの初期化あるいは最後のホットデスキングから欠落したパッケージ数のパーセンテージ。


	
受信パケット - クライアントが最後に認証サーバーに接続してから、またはセッションの初期化あるいは最後のホットデスキングから受信したパッケージ数。


	
セッション・ステータス - セッションのステータス。値は、1 (接続)または2 (切断)です。


	
Sun Rayサーバーの所有権 - クライアントに対してセッションを提供しているSun Rayサーバー。







	
フェイルオーバー・グループの詳細


	
フェイルオーバー・グループ内のホスト - フェイルオーバー・グループ内のSun Rayサーバーのリスト。


	
メンバー・ステータス - フェイルオーバー・グループ内のSun Rayサーバーのメンバー・ステータス。utgstatusコマンドにより表示される「ホスト・ステータス」の値です。トラステッドの場合はT、オンラインの場合はNです。


	
ネットワーク・インタフェース - Sun RayサーバーのIPアドレス。


	
ネットワーク・インタフェース・ステータス - フェイルオーバー・グループ内のSun Rayサーバーのネットワーク・インタフェース・ステータス。utgstatusコマンドにより表示されるインタフェース・ステータス・フラグです。稼働中の場合はU、使用可能な場合はA、管理対象の場合はMです。







	
フェイルオーバー・グループの統計


	
オフライン・ホスト - フェイルオーバー・グループ内で、ロード・バランシングおよび標準セッション作成に組み込まれていないSun Rayサーバーの数。


	
オフライン・ホスト(%) - フェイルオーバー・グループ内で、オフライン状態であるSun Rayサーバーのパーセンテージ。


	
オンライン・ホスト - フェイルオーバー・グループ内で、ロード・バランシングおよび標準セッション作成に組み込まれているSun Rayサーバーの数。


	
フェイルオーバー・グループ内の合計ホスト - フェイルオーバー・グループ内のSun Rayサーバーの数。







	
フェイルオーバー・グループのステータス


	
フェイルオーバー・グループ・サーバー - フェイルオーバー・グループ内のSun Rayサーバーのリスト。


	
ステータス - フェイルオーバー・グループ内のSun Rayサーバーの全体的なステータス。値は、1 (稼働中)または2 (停止)です。ステータスが1である場合、サーバーはオンラインで、ロード・バランシングおよび標準セッション作成に組み込まれていることを示します。ステータスが2 (停止)である場合、サーバーはオフラインで、ロード・バランシングおよび標準セッション作成で使用できないことを示します。







	
セッション・アクティビティ


	
接続クライアント - サーバーに接続されているSun RayクライアントまたはOracle Virtual Desktop Clientの数。接続されているクライアントは、非アイドル・セッション(ユーザー・ログイン済)またはアイドル・セッション(ログイン画面を表示)のいずれかです。このメトリックには、マルチヘッド・グループから接続されているプライマリ・ヘッドおよびセカンダリ・ヘッドも含まれています。


	
接続されたセッション - クライアントに接続されている非アイドル・セッション(ユーザー・ログイン済)。


	
クリティカルなセッション - パケット損失が10%を超えているセッションの数。


	
切断されたセッション - 現在もSun Rayサーバー上で実行されているが、クライアントに接続されていない(クライアントに表示されない)セッションの数。ユーザーは、たとえば適切なトークンが含まれているスマートカードをクライアントのカードリーダーに挿入することにより、切断されたセッションに再接続できます。


	
非アクティブなセッションを含む合計セッション数 - Sun Rayサーバー上で接続および切断されているセッションの合計数。


	
ユーザー・セッション - 存在する可能性のあるユーザーの合計数。接続されているクライアントの数から、マルチヘッド・グループから接続されているセカンダリ・ヘッドの数を減算した値です。







	
Sessions Per User


	
Sun Rayユーザー - Sun Rayサーバー上でセッションを行っているユーザーのリスト。


	
セッション・リスト - Sun Rayサーバー上で稼働中のユーザー当たりのセッションの数。







	
Sun RayサーバーDHCPネットワーク


注意

このメトリックは、このリリースでは使用できません。




	
ネットワーク名 - Sun Rayサーバーが提供しているDHCPネットワークの名前。


	
使用可能なIPアドレス - DHCPサーバーとして使用されている際に、Sun Rayサーバーから使用可能なIPアドレスの数。







	
Sun Rayサーバーの詳細


	
管理者の連絡先 - サーバー管理者の名前または連絡先情報。


	
Sun Ray Softwareの現在のポリシー - utpolicyコマンドにより、Sun Rayサーバーに適用されている現在のポリシー。


	
セッション・マネージャの最後の開始時間(100分の1秒) - セッション・マネージャ(utsessiond)が開始されてからの100分の1秒単位の時間。


	
プライマリ・サーバー - フェイルオーバー・グループ内でSun Rayサーバーがプライマリ・サーバーであるかどうかを指定します。


	
Sun Ray Softwareのインストール日付 - Sun Ray Softwareをインストールした際のタイムスタンプ。たとえば、Aug 23, 2012 12:50:10 PM MDTのようになります。


	
インストールされているSun Ray Softwareのバージョン - インストールされているSun Ray Softwareのバージョン。







	
Sun Rayサーバーのネットワーク・インタフェース


	
インタフェース名 - Sun Rayネットワークで使用されているネットワーク・インタフェースの名前。たとえば、e10000g0のようになります。


	
IPアドレス - Sun RayサーバーのIPアドレス。


	
LANのタイプ - ネットワーク・インタフェースがローカル・エリア・ネットワークの一部であるかどうかを指定します。共有ネットワークとも呼ばれます(ネットワーク構成でutadm -L onとして使用)。


	
最後に検出されたパケット(100分の1秒) - 最後のキープアライブ・パケットがネットワーク・インタフェースで検出されてからの100分の1秒単位の時間。


	
ネットマスク - ネットワーク・インタフェースのネットマスク。


	
ネットワーク・インタフェース・ステータス - ネットワーク・インタフェースのステータス。値は、1 (稼働中)または2 (停止)です。







	
Sun Ray Softwareのサービス


	
サービス名 - サービスの名前。


	
最後に変更された時刻 - Sun Rayサーバー上で最後のウォーム再起動またはコールド再起動が行われた時刻。セッションごとにフォークされるサービスの場合(たとえば、uttscpd、dtloginなど)、これは現在実行中で最後にフォークされたプロセスが開始された時刻のことです。


	
サービスの説明 - サービスの簡単な説明。たとえば、認証マネージャはutauthdサービスの説明です。


	
サービス・リスト - サーバー上で実行中のサービス・インスタンスの数。


	
サービス開始時刻 - サービスが開始された時刻(Thu Sep 13 14:07:27 2012など)。


	
サービス・ステータス - サービスのステータス。値は、1 (稼働中)または2 (停止)です。
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